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十
三

漁
港
法
第
三
十
九
条
の
二
第
七
項
の
規
定
に
よ
り
工
作
物
等
を
売
却
し
、
及
び
そ
の
売
却
し
た
代
金
を
保
管

し
、
同
条
第
八
項
の
規
定
に
よ
り
工
作
物
等
を
廃
棄
し
、
又
は
同
条
第
九
項
の
規
定
に
よ
り
売
却
し
た
代
金
を
売

却
に
要
し
た
費
用
に
充
て
る
こ
と
。

十
四

漁
港
法
第
四
十
二
条
の
規
定
に
よ
り
漁
港
法
第
三
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
許
可
に
つ
い
て
国
土
交
通

大
臣
に
協
議
す
る
こ
と
。

３

前
項
に
規
定
す
る
農
林
水
産
大
臣
の
権
限
は
、
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
公
示
さ
れ
た
工
事
の
区
域
に
つ
き
、
同
項

の
規
定
に
よ
り
公
示
さ
れ
た
工
事
の
開
始
の
日
か
ら
工
事
の
完
了
又
は
廃
止
の
日
ま
で
に
限
り
行
う
こ
と
が
で
き
る

も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
前
項
第
二
号
、
第
四
号
、
第
十
二
号
又
は
第
十
三
号
に
掲
げ
る
権
限
は
、
工
事
の
完
了
又

は
廃
止
の
日
後
に
お
い
て
も
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

４

農
林
水
産
大
臣
は
、法
第
九
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
漁
港
管
理
者
で
あ
る
福
島
県
に
代
わ
っ
て
第
二
項
第
三
号
、

第
五
号
か
ら
第
十
一
号
ま
で
又
は
第
十
四
号
に
掲
げ
る
権
限
を
行
っ
た
場
合
に
お
い
て
は
、
遅
滞
な
く
、
そ
の
旨
を

福
島
県
に
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
復
興
砂
防
工
事
に
係
る
権
限
の
代
行
）

第
三
条

国
土
交
通
大
臣
は
、
法
第
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
復
興
砂
防
工
事
を
施
行
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
あ

ら
か
じ
め
、
工
事
の
区
域
及
び
工
事
の
開
始
の
日
を
告
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
工
事
の
全
部
又
は
一
部
を
完
了

し
、
又
は
廃
止
し
よ
う
と
す
る
と
き
も
、
同
様
と
す
る
。

２

法
第
十
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
国
土
交
通
大
臣
が
福
島
県
知
事
に
代
わ
っ
て
行
う
権
限
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の

と
す
る
。

一

砂
防
法
（
明
治
三
十
年
法
律
第
二
十
九
号
）
第
八
条
の
規
定
に
よ
り
砂
防
工
事
を
施
行
さ
せ
、
又
は
砂
防
設
備

の
維
持
を
さ
せ
る
こ
と
。

二

砂
防
法
第
十
五
条
の
規
定
に
よ
り
砂
防
に
関
す
る
費
用
の
一
部
を
負
担
さ
せ
る
こ
と
。

三

砂
防
法
第
十
六
条
の
規
定
に
よ
り
砂
防
工
事
の
費
用
を
負
担
さ
せ
る
こ
と
。

四

砂
防
法
第
十
七
条
の
規
定
に
よ
り
砂
防
工
事
の
費
用
の
一
部
を
負
担
さ
せ
る
こ
と
。

五

砂
防
法
第
二
十
二
条
の
規
定
に
よ
り
土
石
、
砂
れ
き
、
芝
草
、
竹
木
及
び
運
搬
具
を
供
給
さ
せ
る
こ
と
。

六

砂
防
法
第
二
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
土
地
に
立
ち
入
り
、
若
し
く
は
土
地
を
材
料
置
場
等
に
供
し
、
又

は
障
害
物
を
除
却
す
る
こ
と
。

七

砂
防
法
第
三
十
条
の
規
定
に
よ
り
事
実
を
更
正
し
、
か
つ
、
必
要
な
設
備
を
す
べ
き
こ
と
を
命
ず
る
こ
と
。

八

砂
防
法
第
三
十
六
条
の
規
定
に
よ
り
義
務
の
履
行
を
命
ず
る
こ
と
。

九

砂
防
法
第
三
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
費
用
及
び
過
料
を
徴
収
す
る
こ
と
。

３

前
項
に
規
定
す
る
国
土
交
通
大
臣
の
権
限
は
、
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
告
示
さ
れ
た
工
事
の
区
域
に
つ
き
、
同
項

の
規
定
に
よ
り
告
示
さ
れ
た
工
事
の
開
始
の
日
か
ら
工
事
の
完
了
又
は
廃
止
の
日
ま
で
に
限
り
行
う
こ
と
が
で
き
る

も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
前
項
第
二
号
か
ら
第
四
号
ま
で
又
は
第
九
号
に
掲
げ
る
権
限
に
つ
い
て
は
、
工
事
の
完
了

又
は
廃
止
の
日
後
に
お
い
て
も
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

４

国
土
交
通
大
臣
は
、
法
第
十
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
福
島
県
知
事
に
代
わ
っ
て
第
二
項
第
一
号
、
第
七
号
又
は

第
八
号
に
掲
げ
る
権
限
を
行
っ
た
と
き
は
、
遅
滞
な
く
、
そ
の
旨
を
福
島
県
知
事
に
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
復
興
道
路
工
事
に
要
す
る
費
用
の
負
担
）

第
七
条

法
第
十
二
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
同
条
第
一
項
の
地
方
公
共
団
体
が
負
担
す
る
額
は
、
復
興
道
路
工
事
に

要
す
る
費
用
の
額
（
道
路
法
第
五
十
八
条
第
一
項
、
第
五
十
九
条
第
三
項
、
第
六
十
条
た
だ
し
書
、
第
六
十
一
条
第

一
項
若
し
く
は
第
六
十
二
条
後
段
又
は
地
方
道
路
公
社
法
第
二
十
九
条
の
規
定
に
よ
る
負
担
金
が
あ
る
と
き
は
、
当

該
費
用
の
額
か
ら
こ
れ
ら
の
負
担
金
の
額
を
控
除
し
た
額
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
負
担
基
本
額
」
と
い
う
。）か

ら
、
当
該
地
方
公
共
団
体
が
自
ら
当
該
復
興
道
路
工
事
を
施
行
す
る
こ
と
と
し
た
場
合
に
国
が
当
該
負
担
基
本
額
を

基
準
と
し
て
当
該
地
方
公
共
団
体
に
交
付
す
べ
き
補
助
金
の
額
に
相
当
す
る
額
を
控
除
し
た
額（
次
項
に
お
い
て「
地

方
公
共
団
体
負
担
額
」
と
い
う
。）と
す
る
。

２

国
土
交
通
大
臣
は
、
法
第
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
復
興
道
路
工
事
を
施
行
す
る
場
合
に
お
い
て
は
、
同
項

の
地
方
公
共
団
体
に
対
し
て
、
負
担
基
本
額
及
び
地
方
公
共
団
体
負
担
額
を
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
負
担
基

本
額
又
は
地
方
公
共
団
体
負
担
額
を
変
更
し
た
場
合
も
、
同
様
と
す
る
。

（
復
興
海
岸
工
事
に
係
る
権
限
の
代
行
）

第
八
条

主
務
大
臣
（
海
岸
法
（
昭
和
三
十
一
年
法
律
第
百
一
号
）
第
四
十
条
に
規
定
す
る
主
務
大
臣
を
い
う
。
以
下

こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。）は
、法
第
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
復
興
海
岸
工
事
を
施
行
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、

あ
ら
か
じ
め
、
工
事
の
区
域
及
び
工
事
の
開
始
の
日
を
公
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
工
事
の
全
部
又
は
一
部
を
完

了
し
、
又
は
廃
止
し
よ
う
と
す
る
と
き
も
、
同
様
と
す
る
。

２

法
第
十
三
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
主
務
大
臣
が
海
岸
管
理
者
（
海
岸
法
第
二
条
第
三
項
に
規
定
す
る
海
岸
管
理

者
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）で
あ
る
福
島
県
知
事
に
代
わ
っ
て
行
う
権
限
は
、
海
岸
法
施
行
令
（
昭
和
三
十
一
年
政
令

第
三
百
三
十
二
号
）
第
一
条
の
五
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
も
の
及
び
次
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

一

海
岸
法
第
三
十
一
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
海
岸
保
全
施
設
等
（
同
法
第
八
条
の
二
第
一
項
第
一
号
に
規
定
す

る
海
岸
保
全
施
設
等
を
い
う
。
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
同
じ
。）に
関
す
る
工
事
又
は
海
岸
保
全
施
設
等
の
維
持
の

費
用
の
全
部
又
は
一
部
を
負
担
さ
せ
る
こ
と
。

（
復
興
砂
防
工
事
に
要
す
る
費
用
の
負
担
）

第
四
条

法
第
十
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
福
島
県
が
負
担
す
る
金
額
は
、
復
興
砂
防
工
事
に
要
す
る
費
用
の
額
（
砂

防
法
第
十
六
条
の
規
定
に
よ
る
負
担
金
が
あ
る
と
き
は
、
当
該
費
用
の
額
か
ら
そ
の
負
担
金
の
額
を
控
除
し
た
額
。

以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
負
担
基
本
額
」
と
い
う
。）か
ら
、
福
島
県
知
事
が
自
ら
当
該
復
興
砂
防
工
事
を
施
行
す
る

こ
と
と
し
た
場
合
に
国
が
当
該
負
担
基
本
額
を
基
準
と
し
て
福
島
県
に
交
付
す
べ
き
負
担
金
又
は
補
助
金
の
額
に
相

当
す
る
額
を
控
除
し
た
額
と
す
る
。

（
復
興
港
湾
工
事
に
要
す
る
費
用
の
負
担
）

第
五
条

法
第
十
一
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
福
島
県
が
負
担
す
る
金
額
は
、復
興
港
湾
工
事
に
要
す
る
費
用
の
額（
港

湾
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
十
八
号
）
第
四
十
三
条
の
二
、
第
四
十
三
条
の
三
第
一
項
又
は
第
四
十
三
条
の

四
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
負
担
金
が
あ
る
と
き
は
、
当
該
費
用
の
額
か
ら
こ
れ
ら
の
負
担
金
の
額
を
控
除
し
た
額
。

以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
負
担
基
本
額
」
と
い
う
。）か
ら
、
福
島
県
が
自
ら
当
該
復
興
港
湾
工
事
を
施
行
す
る
こ
と

と
し
た
場
合
に
国
が
当
該
負
担
基
本
額
を
基
準
と
し
て
福
島
県
に
交
付
す
べ
き
負
担
金
又
は
補
助
金
の
額
に
相
当
す

る
額
を
控
除
し
た
額
と
す
る
。

（
復
興
道
路
工
事
に
係
る
権
限
の
代
行
）

第
六
条

国
土
交
通
大
臣
は
、
法
第
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
復
興
道
路
工
事
を
施
行
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、

あ
ら
か
じ
め
、
路
線
名
、
工
事
の
区
間
及
び
工
事
の
開
始
の
日
を
告
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
工
事
の
全
部
又
は

一
部
を
完
了
し
、
又
は
廃
止
し
よ
う
と
す
る
と
き
も
、
同
様
と
す
る
。

２

法
第
十
二
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
国
土
交
通
大
臣
が
同
条
第
一
項
の
地
方
公
共
団
体
に
代
わ
っ
て
行
う
権
限

は
、
道
路
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
七
年
政
令
第
四
百
七
十
九
号
）
第
四
条
第
一
項
第
一
号
及
び
第
三
号
か
ら
第
三
十

二
号
ま
で
に
掲
げ
る
権
限
並
び
に
道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
四
十
四
条
の
二
第
七
項
、
第
五

十
八
条
第
一
項
、
第
五
十
九
条
第
三
項
、
第
六
十
条
た
だ
し
書
、
第
六
十
一
条
第
一
項
及
び
第
六
十
二
条
後
段
並
び

に
地
方
道
路
公
社
法
（
昭
和
四
十
五
年
法
律
第
八
十
二
号
）
第
二
十
九
条
の
規
定
に
よ
る
負
担
金
を
徴
収
す
る
権
限

と
す
る
。

３

前
項
に
規
定
す
る
国
土
交
通
大
臣
の
権
限
は
、
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
告
示
す
る
工
事
の
開
始
の
日
か
ら
工
事
の

完
了
又
は
廃
止
の
日
ま
で
に
限
り
行
う
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
道
路
法
施
行
令
第
四
条
第
一
項
第

二
十
四
号
若
し
く
は
第
二
十
五
号
に
掲
げ
る
権
限
又
は
前
項
に
規
定
す
る
負
担
金
を
徴
収
す
る
権
限
に
つ
い
て
は
、

工
事
の
完
了
又
は
廃
止
の
日
後
に
お
い
て
も
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

４

国
土
交
通
大
臣
は
、
法
第
十
二
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
同
条
第
一
項
の
地
方
公
共
団
体
に
代
わ
っ
て
道
路
法
施

行
令
第
四
条
第
一
項
第
十
八
号
又
は
第
十
九
号
（
い
ず
れ
も
協
定
の
締
結
に
係
る
部
分
に
限
る
。
次
項
に
お
い
て
同

じ
。）に
掲
げ
る
権
限
を
行
お
う
と
す
る
と
き
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
当
該
地
方
公
共
団
体
の
意
見
を
聴
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

５

国
土
交
通
大
臣
は
、
法
第
十
二
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
同
条
第
一
項
の
地
方
公
共
団
体
に
代
わ
っ
て
道
路
法
施

行
令
第
四
条
第
一
項
第
一
号
、
第
六
号
、
第
八
号
、第
十
八
号
、第
十
九
号
又
は
第
二
十
六
号
に
掲
げ
る
権
限
を
行
っ

た
と
き
は
、
遅
滞
な
く
、
そ
の
旨
を
当
該
地
方
公
共
団
体
に
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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